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テクノ ジーで救急システムの課題解決を

1人でも多くの救命を :更なる質の高い救急活動

傷病者と救急隊員に安心を :救急活動の安全性向上

全ての救急隊員に明日を :身体的負担の軽減

指します
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第 25回
日本臨床救急医学会総会・学術集会

プログラム・抄録集





第 25 □ 日本臨床救急医学会総会・学術集会開催にあたつて

第 25回 日本臨床救急医学会総会・学術集会

会長 溝端 康光
大阪公立大学大学院 医学研究科 救急医学 教授

第 25回 日本臨床救急医学会総会・学術集会の会長を仰せつか りました大阪公立大学大学院医学研究科救

急医学 溝端康光です。今回の総会・学術集会は,副会長として大阪府医師会の茂松茂人会長および大阪市
消防局小西一功局長にご就任いただき,令和 4年 5月 25日 (水)～ 27日 (金)の 3日 間の会期で,大阪国
際会議場 (大阪市北区中之島 5丁 目3-51)に おいて開催します。大阪での開催は,私の恩師である横田順一
朗元代表理事が第 12回 を同会場において開催されて以来,13年ぶり2回 日となります。
会場 となる大阪国際会議場は,土佐堀川と堂島川が南北を流れる中之島に位置します。水都大阪を代表す
るエリアとして,大阪市最古の公園である中之島公園や,大阪市中央公会堂,大阪府立中之島図書館といっ
た歴史的建造物に加え,国立国際美術館やフェステイバルホールなどのモダンな建物が立ち並ぶ地区です。
おしゃれなカフェやレストランも多く,近年整備された川沿いの遊歩道をのんびりと若葉の緑を楽しみなが
ら散策 していただくだけでも水都大阪の魅力をご堪能いただけると思います。

今回の学術集会のテーマは,大阪市立大学医学部建学の精神である「智・仁・勇」を取り入れ,「智・仁・

勇を探求し,逆境を力に」としました。大阪市立大学は,令和 4年 4月 に大阪府立大学と統合し大阪公立大
学となりました。「智・仁・勇」は,大阪公立大学医学部においても,医師養成の精神として今後も引き継
がれます。私は,救急医療に携わるものにとって,「智・仁・勇」の精神は特に重要であると考えています。
会長講演ではその思いを紹介させていただきます。

2020年 1月 の初めての国内陽性患者,2月 のダイヤモンド・プリンセス号の寄港以来,こ の 2年間,我が
国を襲ったコロナ禍は,医療体制を逼迫させ,なかでも救急医療体制を大きな逆境に陥れました。コロナ患
者への対応のため,本来の救急医療を提供できず苦汁を嘗めた救急医療従事者も多いと思われます。一方 ,

コロナ禍において最も活躍したのが救急医療従事者であることは誰もが認めるところです。多くの救急医療

従事者にとって,コ ロナ禍という逆境において,「智・仁・勇」を探求し,初めて直面した様々な問題を解
決することで新たな「力」をつけることができたものと考えています。本学術集会では,コ ロナ対応のみで

なく,救急医療における「智・仁・勇」を探求した様々な取り組みを共有,議論 し,将来への力としたいと
考えています。

演題公募には 735題の応募をいただき,指定演題と合わせて発表総数は850題 を超えます。特別講演には
ジェットコースターを後ろ向きに走らせ,ハ リーポッターエリアをオープンさせて「ユニバ」を V字回復
させた,株式会社 刀 代表取締役 CEO 森岡毅様,一昨年引退された野球評論家 阪神タイガーススペ
シャルアシスタント 藤川球児様にお願いしています。逆境を乗 り越えるための,分析・アイデアカ (智 ),
チームカ (仁),実行力 (勇)についての貴重なお話を伺えるものと期待しています。また,招請講演には,

総務省より大阪府副知事に就任された海老原諭様をお招きしています。さらに,歴代日本臨床救急医学会代
表理事の対談を企画し,本学会のこれまでの歩みと未来について貴重なご意見をいただきたいと思います。
他にも 17の教育講演,7つ のシンポジウム,22のパネルディスカッション, 8つのワークショップを中心
にプログラムを作成しました。作成にあたつてはプログラム委員会委員の皆様に大変ご尽力いただきました。

この場を借りて御礼申し上げたいと思います。

本会の開催にあたっては,日常の診療業務の時間を割きながら当科の医局員が準備に奔走してくれまし
た。不行き届きな点はすべて会長である私の責任であり,彼 らの努力にはあらためて感謝したいと思います。
最後になりましたが,本会が会員の皆様にとって実り多い会となりますことを心より祈念し,風薫る5月 に
大阪でお目にかかれることを楽しみにしています。

日臨救急医会誌 (JJSEM)2022:25:105 105



第 25回日本臨床救急医学会総会・学術集会実行委員・プログラム委員

会   長  溝端 康光

副 会 長  茂松 茂人  小西 一功

事 務 局 長  山本 啓雅

プログラム委員 (五十音順)

明石 恵子  東  丈雄  伊藤 重彦  太田 裕子  大野 直紀

織田  川頁  川原千香子  喜焚斗智也  久保田芽里  古川誠一郎

櫻井  淳  佐藤 憲明  鈴木 昭夫  高橋 裕美  田邊 晴山

西池 成章  服部 雄司  張替喜世一  藤見  聡  藤江 直輝

堀  英治  松田  潔  三宅 康史  森村 尚登  薮  圭介
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日本臨床救急医学会総会 0学術集会 歴代会長

開催回
△  F

・
 ・
='_=率

| .. 所 属 開催期間 開催地 .

第 1回 小濱 啓次 川崎医科大学 救急医学 1998年 6月 1～ 2日 岡山

第 2回 加来 イ言雄 久留米大学医学部 救急医学 1999年 4月 20～ 21日 福岡

第 3回 小林 國男 帝京大学医学部 救命救急センター 2000年 4月 27～ 28日 東京

第 4回 野□  宏 愛
矢□医科大学医学部附属病院

高度救命救急センター
2001年 4月 26～ 28日 愛矢□

第 5回 鈴木  忠 東京女子医科大学 救急医学講座 2002年 4月 25⌒ン27日 東京

第 6回 山中 郁男 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 2003年 4月 23～ 24日 横浜

第 フ回 杉山  貢 横浜市
立大学医学部附属市民総合医療

センター
2004年 5月 14～ 16日 横浜

第 8回 有賀  徹 昭和大学医学部 救急医学 2005年 4月 29～ 30日 東京

第 9回 遠藤 重厚 岩手医科大学 高度救命救急センター 2006年 5月 11～ 12日 岩手

第 10回 石丼  昇 神戸大学医学部附属病院 救急部 2007年 5月 17～ 18日 兵庫

第 11回 野□ 英一 東京消防庁 救急部長 2008年 6月 ア^V8日 東京

第 12回 横田順一朗 市立堺病院 2009年 6月 11～ 12日 大阪

第 13回 大橋 教良 帝京平成大学 現代ライフ学部 2010年 5月 31日～ 6月 1日 千葉

第 14回 浅丼 康文 札幌医科大学医学部
救急・集中治療医学講座

2011年 6月 3～ 4日 札幌

第 15回 木下 順弘 熊本大学大学院 
生命科学研究部

侵襲制御医学分野
2012年 6月 16～ 17日 熊本

第 16回 丹正 勝久 日本大学医学部 救急医学系
救急集中治療医学分野

2013年 7月 12～ 13日 東京

第 17回 鈴川 正之
自治医科大学医学部 救急医学/
自治医科大学附属病院

救命救急センター

2014年 5月 31日～ 6月 1日 栃木

第 18回 奥寺  敬 富山大学大学院 危機管理医学 2015年 6月 4～ 6日 富山

第 19回 高谷 雄三 福島県医師会 2016年 5月 12～ 14日 ウ百饉ヨ
↑田占ラ

第 20回 坂本 哲也 帝京大学医学部 救急医学講座 2017年 5月 26～ 28日 東京

第 21回 中川  隆 愛知医科大学 2018年 5月 31日 ^シ 6月 2日 愛矢□

第 22回 加藤 正哉 和歌山県
立医科大学

救急集中治療医学講座
2019年 5月 30日～ 6月 1日 和歌山

第 23回 田中 秀治 国士舘大学大学院
救急システム研究科

2020年 8月 26～ 28日 東京

第 24回 松田  潔 日本医科大学武
蔵小杉病院

救命救急センター救命救急科
2021年 6月 10´V12日 神奈川

第 25回 溝端 康光 大阪公
立大学大学院 医学研究科

救急医学
2022年 5月 25´V27日 大阪
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第 25 0学術集会 開催概要

テーマ :智・仁・勇を探求し,逆境を力に

長

長

長

△
ム
　
△
ム

会

副

副

溝端 康光 (大阪公立大学大学院 医学研究科 救急医学 教授 )
茂松 茂人 (一般社団法人大阪府医師会 会長)
小西 一功 (大阪市消防局 局長)

△
ム
　
　
　
　
△
ム

期 :2022年 5月 25日 (水 )・ 5月 26日 (木 )・ 5月 27日 (金 )

場 :大阪国際会議場 (大阪府大阪市北区中之島 5丁 目3-51)

学術集会 HP:https://siteconventiOncOjp/isem25/
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主 要 プ ロ グ ラ ム

■ 会長講演

5月 26日 (木 ) 8:30～ 8:50 第 1会場

「智・仁・勇を探求し,逆境を力に」

座長

大阪公立大学大学院 医学研究科 救急医学 溝端 康光
帝京大学 医学部 救急医学講座 森村 尚登

11 :20～ 12:50 第 1会場

■ 特別講演

1.5月 26日 (木 )

「逆境に打ち勝つには～飛躍の条件～ (仮 )」
戦略家・マーケター・株式会社刀 代表取締役 CEO 森岡  毅

座長                  帝京大学 医学部 救急医学講座 坂本 哲也

2.5月 27日 (金 ) 10:50～ 11 :50 第 1会場

「臥薪嘗胆」

座長

■ 招請講演

5月 27日 (金 )

野球評論家/阪神タイガーススペシャルアシスタント 藤川 球児
和歌山県立医科大学 救急集中治療医学講座 加藤 正哉

13:20～ 13:50 第 8会場

「東日本大震災に思うこと。今後の災害対応に向けて」

諭

光康

原老

端

海

清

事

学座長

大阪府副知

大阪公立大学大学院 医学研究科 救急医

■ 第 25回特別企画

5月 26日 (木 ) 14:50～ 15:50 第 1会場

「臨床救急医学会 25年の歴史と将来への展望」
1.日本臨床救急医学会創設の目的

2.日本臨床救急医学会の将来展望

川崎医科大学 小濱 啓次

独立行政法人労働者健康安全機構 本部 有賀  徹

日臨救急医会誌 (JJSEM)2022i25:109-19
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3.多職種連携への挑戦

4.日本臨床救急医学会と救急医療のこれから
地方独立行政法人 堺市立病院機構 横田順一朗

帝京大学 医学部 救急医学講座 坂本
大阪公立大学大学院 医学研究科 救急医学 溝端

哲也

康光

14:50´V15:50 第 2会場

座長

・
　

一■ 教育講演

1.5月 26日 (木 )

「事務部門から見た救急検査運営」
一　

　

一　

　

　

一

座長

2.5月 26日 (木 ) 16:00～ 17:00 第 2会場

「最新 ! 気管挿管患者の□腔ケア～汚染物の飛散リスクの低減～」
兵庫医科大学 医学部 歯科回腔外科学講座 岸本 裕充

座長                  日本医科大学付属病院 看護部 佐藤 憲明

3.5月 26日 (木 ) 18:20～ 19:20 第 1会場

「レジリエント・ヘルスケアと新しい安全アプローチSafety‖」

座長

大阪大学医学部附属病院 中央クオリテイマネジメント部/
横浜市立大学附属市民総合医療センター 医療の質・安全管理部

東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科 救急災害医学分野

8:30´ ン`9:30

中本寸

大友

京太

康裕

4.5月 27日 (金 ) 第 2会場

「「現場」が傷害予防の出発点」

座長

5.5月 27日 (金 )

緑園こどもクリニック 小児科学
一般社団法人 大阪府医師会 会長

山中 龍宏
茂松 茂人

13:20～ 14:20 第 2会場

「救急隊員向けの科学論文の書き方」

座長

日本医科大学武蔵小杉病院 救命救急科

東京消防庁

田上

門倉

隆

徹

110
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和泉市立総合医療センター 櫛引 健一
大阪医科薬科大学 三島南病院 福田 篤久



6.5月 27日 (金 ) 15:40～ 16:40 第 2会場

「紛争予防法学の視点から心肺蘇生を望まない傷病者への心肺停止時の

救急現場対応を考える」

香川大学危機管理教育・研究・地域連携推進機構 橋本雄太郎
座長                          大阪市消防局 小西 ―功

大阪市消防局 前田 達也

■ 専門医共通講習

1.5月 26日 (木 ) 16:00～ 17:00 第 1会場

医療安全 「医療の質と安全を向上させるアー ト」

大阪公立大学医学部附属病院 医療の質・安全管理部 山口(中上)悦子
座長             りんくう総合医療センター 放射線技術科 西池 成章

2.5月 26日 (木 ) 17:10～ 18:10 第 1会場

感染対策 「新型コロナウイルスワクチンの有効性と安全性

～疫学の視点から考える現状と課題～」

大阪公立大学大学院 医学研究科 公衆衛生学 福島 若葉
座長                  社会医療法人緑泉会 米盛病院 冨岡 譲二

3.5月 27日 (金 ) 13:20～ 14:20 第 1会場

医療倫理 「研究倫理はなぜ必要か～臨床研究と日常診療の違いから考える～」

東北大学大学院 文学研究科 社会学専攻分野 田代 志門
座長          自治医科大学附属さいたま医療センター 救急科 守谷  俊

■ 救急科領域請習

1.5月 26日 (木 ) 9:00～ 10:00 第 2会場

「敗血症診療における集中治療トピックス～診療ガイドラインから先を読み解く～」

大阪大学医学部附属病院 高度救命救急センター 小倉 裕司

座長    ネ申戸大学大学院 医学研究科 外科系講座 災害・救急医学分野 小谷 穣治

2.5月 26日 (木 ) 18:20～ 19:20 第 2会場

「医療機関に勤務する救急救命士に対する統括指示 (院内MC)体制と
民間統括指示医師に求められるもの」

国士舘大学大学院 救急システム研究科/
民間救急救命士統括体制認定機構 田中 秀治

座長                     一官西病院 総合救急部 安藤 裕貴

日臨救急医会誌 (JJSEM)2022:25:109-19
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